
様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

千葉県知事
　熊谷　俊人 殿

 提出者

住　所

氏　名

電話番号

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①

②

③

④

（日本産業規格　Ａ列４番）

〒559-8559

特別管理産業廃棄物処理計画書

大阪府大阪市住之江区南港北1丁目7番89号

日立造船株式会社　取締役社長　桑原道

06-6569-0160

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の減
量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

日立造船株式会社　東京本社

東京都品川区南大井６丁目２６番３号（現場：千葉県松戸市ほか）事 業 場 の 所 在 地

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで計 画 期 間

事 業 の 種 類

事 業 の 規 模

従 業 員 数

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

事 業 場 の 名 称

（第１面）

特別管理
産業廃棄物の

一連の処理の工程

D06－総合工事業

元請完成工事高　￥48,868,764,395-　（2023年度）

615名

・引火性廃油→油水分離→再生油
・強酸→中和、脱水→再生原料
・強アルカリ→中和、脱水→再生原料
・廃石綿等→溶融→建設資材
・燃え殻→混錬→埋立
・ばいじん→混錬→埋立

令和6年6月19日



特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

（第２面）

 ②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

排　　　出　　　量

 ①現状

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

排　　　出　　　量 1.98 0.35

・ごみ焼却施設の保守点検、補修工事が主であり、排出量を抑制すること
は難しい。

・ごみ焼却施設の延命化工事による、更新工事を行っており、令和5年度
まで工事が予定されているため、排出量を抑制する事は難しいが、令和6
年度以降は補修範囲が減少するため、定期点検により排出量の削減に努め
る。

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・特別管理産業廃棄物の保管基準に従って種類毎に保管
・保管場所は、分別特管名と処理責任者名を表示

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・維持管理

【前年度（令和５年度）実績】　



自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組 ）

強酸

引火性廃油 強酸

自 ら 再 生 利 用 を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

・自社では行わない。

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減 量 し た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

・自社では行っていない。

（第３面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

・自社では行っていない。

・自社では行わない。

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

自 ら 熱 回 収 を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減 量 す る
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

【前年度（令和５年度）実績】　

【前年度（令和５年度）実績】　



自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

・自社では行っていない。

①現状

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

自 ら 埋 立 処 分
を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

・自社では行わない。

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

燃え殻：コンクリート固化処理、管理型埋立処理を行っている。

【前年度（令和５年度）実績】　

（第４面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

全 処 理 委 託 量 1.98 0.35

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 0.35

再 生 利用 業者 への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

【前年度（令和５年度）実績】　



【目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

（今後実施する予定の取組等）

　　※事務処理欄

特別管理産業廃棄物を排出する現場は、電子マニフェストを導入する。

電子情報処理組織の使用
に関する事項

175.8 ｔ

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

排 出 量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

現状の取組を維持する。

認定熱回収業者以外の熱
回収を行う業者への処理
委 託 量

【前年度（令和５年度）実績】　

（第５面）

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 引火性廃油 強酸

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再 生 利用 業者 への
処 理 委 託 量



特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

1.03 ｔ 8.88 ｔ 162.17 ｔ 1.38 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ 67 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ
特別管理産業廃棄物の量

ｔ ｔ ｔ

②計画

【目標】

自ら中間処理により減量する
ｔ ｔ ｔ

ｔ
自ら熱回収を行う

ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻 ばいじん

ｔ ｔ ｔ
特別管理産業廃棄物の量

ｔ

ｔ ｔ
特別管理産業廃棄物の量

ｔ ｔ ｔ
自ら中間処理により減量した

ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の量
ｔ ｔ ｔ

ｔ

特別管理産業廃棄物の量

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻 ばいじん

【前年度（令和５年度）実績】　

自ら熱回収を行った
ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔｔ ｔ ｔ

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻

ｔ ｔ

①現状

ばいじん

【前年度（令和５年度）実績】　

自ら再生利用を行う
ｔ ｔ ｔ

自ら再生利用を行った
ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻 ばいじん

ｔ ｔ ｔ
特別管理産業廃棄物の量

ｔ

排　　出　　量

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻 ばいじん

ばいじん

排　　出　　量

①現状 特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻

【前年度（令和５年度）実績】　



1.03 ｔ 8.88 ｔ 162.17 ｔ 1.38 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ 67 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ熱回収を行う業者への

処理委託量
ｔ ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔｔ ｔ ｔ ｔ

全処理委託量

優良認定処理業者への
ｔ ｔ ｔ

処理委託量

再生利用業者への
ｔ ｔ

ｔ ｔ

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻 ばいじん

ｔ 2 ｔ

処理委託量

認定熱回収業者への
ｔ ｔ

処理委託量

ｔ ｔ ｔ熱回収を行う業者への

処理委託量
ｔ ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

ｔ ｔ

処理委託量
ｔ ｔ ｔ

認定熱回収業者への
ｔ ｔ

ｔｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ

再生利用業者への
ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔｔ ｔ ｔ
処理委託量

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻 ばいじん

ｔ

ｔ
処理委託量

【前年度（令和５年度）実績】　

全処理委託量

優良認定処理業者への
ｔ ｔ

ｔ ｔ行う特別管理

産業廃棄物の量
ｔ ｔ ｔ

自ら埋立処分を
ｔ ｔ

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等

ｔ

①現状

燃え殻 ばいじん

【前年度（令和５年度）実績】　

ｔ ｔｔ ｔ

ｔ

自ら埋立処分を
ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の種類 強アルカリ 廃石綿等 燃え殻 ばいじん

ｔ行った特別管理
産業廃棄物の量

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項


